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釈・祭杷実践〈第三章〉、従来注目されることのなかった真跡「持敬図J . r翁問答改正篇J の書き直し
がもっ意義〈第四・五章〉、私秘性(，独J) と共通性(，講論J ，対算J) の関係〈第六・七章〉、「学問」
に「志を立J てることにすら挫折する当時の学び手の現状とそれへの対応〈第八章〉など、従来看過さ
れがちであった問題に斬新な光を当て、藤樹のきわめて個性的な「学問」格闘の跡をあぶり出し、その
展開を適確に捉えるための論者なりの視座を提出したところに、本論文の学術的価値の核心がある。
終章では、本論の分析をふまえた上で、近世思想史における中江藤樹の位置が考察されている。
本論文は、史料用語の岨噂と思想、分析の徹底、民衆の道徳的自発性の展開を儒学の枠組みを越えて捉
えるための歴史学的考察等の点で、今後の研鎮の余地を残しているが、斬新な接近視角と、丹念な史料
の読み込み、かつ一貫した問題関心によって、近世前期のー儒学者の生と思想営為を再構成し得たこと
は、儒学研究史の上だけでなく、思想史学研究として、十分な高い評価に値する。本論文の成果が、斯
学の発展に寄与するところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博
士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
1
1
よ
円t
u-i 
